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大学生の学習動機に関する研究

國吉和子
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［目的］

我々が学習する際の学習の動機や目標には、学ぶこと自体が楽しいからとか、より多くのことを

知りたいから等のような内発的なものから、教師や親から賞賛を得たいからとか、友人に負けたく

ないから等のような外発的なものまでさまざまな種類が含まれる。そして、その動機・目標の種類

や内容によってその後の学習の態度や内容、速度、深化度等への影響の仕方が異なってくる。

学習動機に関する研究としては、主として内発的動機づけの観点から桜井・高野（1985)、桜井

（1989,1990,1991）等の研究がある。また、達成動機づけの側面から、Ｄｗｅｃｋ（1986)，Elliot

＆Ｄｗｅｃｋ（1988)，樋口（1985)、市川（1995）等によって研究がなされている。その多くは児童

を対象とした研究である。

本研究においては、大学生を対象とした桜井の研究（1991）の報告に基づいて、大学生の学習動

機に関する質問項目を作成し、大学生の学習動機の構造および下位尺度を明らかにすることが第一

の目的である。そして、國吉（2004）の研究において、自已の学習意欲への満足感や座席行動等と

講義へのコミットメントや成績等との間に正の相関が見られたことから、学習意欲の認知や学習意

欲満足度、座席行動等が学習動機の下位尺度とどのように関連しているか、また、学習集中度、学

習の計画性、自尊心等の要因も加えて、それらの要因と学習動機の下位尺度との関連性を検討する

ことが第二の目的である。さらに、数量化Ⅲ類による解析により、大学生の学習動機パターンを探

ることが第三の目的である。

[方法］

調査対象者：沖縄県内の大学生436名（男222名、女214名）

質問紙の構成：本研究で用いられた質問紙には以下の質問項目が含まれている。

１）大学で学ぶ動機について28項目。「かなりあてはまる」「ある程度あてはまる」「あまりあては

まらない」「全くあてはまらない」の４件法（４～１）で回答を求めた。この28項目の作成にあ

たっては、桜井（1991）の「大学で学ぶ動機・理由」の質問項目に基づき、また、筆者の心理学

関係科目受講生50名を対象にして「大学で学ぶ動機」について自由記述式で得た回答結果も合わ

せて43質問項目を作成した。予備調査をして因子分析による検討をした結果、最終的には、学習

動機を測定する尺度として28項目を選定した（その簡略版は表１を参照)。

２）学習動機との関連性をみるための質問項目として下記の項目を加えた。

ａ・自己の学習意欲に関する項目が２問。自己の学習意欲の認知と学習意欲満足度を問う項目

で「かなり高い（満足）～「殆どない（満足しない)」の４件法（４～１）で回答を求めた。
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ｂ・受講時の座席行動に関する項目が２問。受講時の座席選択基準として、①集中できる席、

②リラックスできる席､③私語や居眠り等ができる席の選択肢から回答（３～１)。受講時の

座席選択については「前席に坐ることが多い」に対して「よくあてはまる～全くあてはまら

ない」の４件法（４～ｌ）で回答を求めた。

ｃ・学習への集中時間に関する項目が２問。１つのことをするのに集中できる時間として①３０

分以内、②30～1時間以内、③ｌ～２時間、④２時間以上の選択肢から回答を求めた（１～

４)。また、９０分の講義における集中できる時間を記述式で回答を求めた。

ｄ、受講態度に関する項目が２問。「受講中私語を多くする」「携帯電話使用が多い」などの項

目に対して「よくあてはまる」～「全くあてはまらない」の４件法（４～１）で回答を求め

た。

ｅ・自尊心尺度10項目（Rosenbergの自尊感`情尺度、１９６５；山本らによる邦訳、1982)。回答

方法は「かなりあてはまる」～「全くあてはまらない」の４件法（４～ｌ）であった。

ｆ学習の計画性に関する項目が７問。「計画を立てて生活する」「レポートを課された時にす

ぐに取りかかる」「いつまでに何をするか常に考えている」「その日の中にすべきことを延ば

すことがある」（逆転項目）等の項目に対して「よくあてはまる」～「全くあてはまらない」

の４件法（４～１）で回答を求めた。

３）デモグラフィック要因として、年次、‘性などが含まれている。

調査実施時期：2006年10月～11月に行なった。

手続き：沖縄県内の３大学で心理学関係科目の授業の時に一斉に質問紙を配布して回答を求めた

所要時間は20～30分であった。

［結果と考察］

1．学習動機の因子分析結果

学習動機測定項目28項目全体を因子分析にかけた。因子抽出法として用いた手法は主成分解で、

６因子が抽出され、それにバリマックス回転を施した。結果は、表１に示されている。因子負荷量

が.400以上の項目を下位尺度項目として選択した。

第１因子は、「自分の可能性を試してみたいから」「大学で勉強して自分を高めたいから」「大学で

本当の自分を見極めたいから」「自分の視野を広げたいから」「自分が本当にしたいことを探したい

から」などの項目が高い負荷量を示していることから、「向上心」因子と命名した。

第２因子は、「異性の友だちとつきあえると思うから」「楽しい大学生活を経験したいから」「大学

で一生つきあえる友だちをつくりたいから」「大学に入って十分に遊びたいから」などの項目が高い

負荷量を示していることから、「交友関係志向」因子と命名した。

第３因子は、「学歴がある方が社会に出てから得なことが多いと思うから」「学歴がないといい仕

事に就けないと思うから」「大学卒の学歴がほしいから」などの項目が高い負荷量を示していること

から、「学歴志向」因子と命名した。

第４因子は、「資格を取りたいから」「大学で専門的なことを学びたいから」「大学でもう少し教養

を身につけたいから」「将来自分の希望する職業に就きたいから」などの項目が高い負荷量を示して

いることから、「資格取得志向」因子と命名した。
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第５因子は、「大学に進学しないと親や先生に悪いような気がして」「親や先生に大学に進学する

ようにといわれて」「友だちや周りの多くの人たちが進学するので」などの項目が高い負荷量を示し

ていることから、「外発'性動機」因子と命名した。

第６因子は、「高校卒業してからすぐに就職する気になれなかったから」「まだ社会に出る自信が

ないから」「特にやりたいことがなかったから」「まだしばらく学生をやっていたいから」などの項

目が高い負荷量を示していることから、「ニート志向」因子と命名した。

表１学習動機の因子分析結果（回転後）

４．０１５３２．３１２４

寄与率(％） 14.34１１．３３９．０７８．２３８．２０７．９８

－４１

項目因子 Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ

1．自分の可能性を試したい

2．自分をより高めたい

3.本当の自分を見極めたい

４．自分の視野を広げたい

５．したいことを探したい

６.新しいことを知りたい

７．自分の将来を考えたい

８.立派な人間になりたい

９．学ぶことが将来役立つ

10.異』性の友だちと遊びたい

1Ｌ楽しい大学生活を経験したい

12.友だちをつくりたい

13.大学で十分に遊びたい

１４色々な人と知り合いたい

15.学歴がある方が得だから

1６いい仕事先をみつけるため

17.大学卒の学歴がほしい

18.資格を取りたい

19.専門的な勉強をしたい

２０教養を身につけたい

21.将来希望する職業に就きたい

22.進学しないと親に悪いから

23.親に進学を進められて

24.周りの人が進学するので

25.就職する気にならない

26.社会にでる自信がない

27.特にやりたいことがない

２８学生をやっていたい
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2．学習動機と学習意欲、学習集中度、座席選択、計画性、自尊心等との関連↓性

学習動機の６因子をそれぞれ基準変数とし、大学生の学習意欲（認知と満足度)、学習集中度（１

つのことをするための集中度、９０分授業への集中度)、座席行動（受講時の座席選択、座席選択基

準)、学習の計画性、自尊心得点などを説明変数とする重回帰分析を行なった。解析はステップワイ

ズ法による。解析の結果は表２のとおりである。どの因子においても、重相関係数は｡40未満であ

まり高くはないが、学習意欲満足度と集中時間（１つのこと）を除く他の８つの要因が学習動機に

影響を及ぼしていることが示されている。

第１因子の「向上心」においては、学習意欲の認知が正の影響を与えており、学習意欲が高いと

認知している者ほど「向上心」が強いことを示している。

第２因子の｢交友関係志向｣においては、受講中の私語頻度やケータイ使用頻度、自尊心等が正の

影響を及ぼすという結果を示している。また、学年や座席選択(前・後)等は負の方向に影響してい

る。講義中に私語やケータイ使用が多い者、自尊心が高い者ほど､｢交友関係志向｣が強い。一方、学

年が上がるほど、また、受講時に前席選択が多い者ほど､｢交友関係志向｣は弱いことを示している。

第３因子の「学歴志向」においては、学年のみが関連しており、負の影響を与えている。学年が

上がるにつれて「学歴志向」は弱くなる。卒業が近づくと、学歴を志向する必要`性はなくなるとい

うことであろう。

第４因子の｢資格取得志向」においては、学習意欲の認知と集中時間が正の影響を与えている。学

習意欲が高いと認知している者、集中時間（90分講義への集中度）が長い者は「資格取得志向」が

強いことを示している。

第５因子においては、「外発性動機」においては学年が正、自尊心が負の影響を与えている。「外

発`性動機」は学年が上がるにつれて強くなり、自尊心の高い者ほど弱いという結果を示している。

第６因子の「ニート志向」においては、学年が正、集中時間や座席選択基準、自尊心などが負の

影響を与えている。学年が上がるにしたがって「ニート志向」が高くなり、一方、受講時の集中時

間が長い者、集中できる席を選択する傾向が強い者、自尊心が高い者などは「ニート志向」が低く

なることが示されている。

表２重回帰分析の結果

因子

説明変数

学習意欲の認知

学習意欲満足度

集中時間(90分講義）

集中時間（１つのこと）

学年

座席選択基準

前席選択

受講中私語

受講中ケータイ使用

自尊心

重相関係数

１

．２３**＊

Ⅱ Ⅲ Ⅳ

１１＊

､１５*＊

Ｖ Ⅵ

－．１６*＊

－．１０＊－．１３*＊ １２＊ ､１５*＊

､１４*＊

､１０＊

､１７*＊

､１６*＊

､１４*＊

８３**＊

－．１４*＊

､１３*＊ 、２２**＊ 、１７*＊

一．１０＊

．３１**＊､２３**＊

***P<００１＊*P<,０１＊P<､０５
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3．数量化Ⅲ類による大学生の学習動機のパターン分類

学習動機28項目に対する４件法による回答結果を肯定（あてはまる：Ｙと記す）と否定（あては

まらない:Ｎと記す）の２つにまとめ、各回答が偏らないものl3項目（26カテゴリー）（各項目のＹ

とＮの各回答率が25％以上のもの）を選んで、それに数量化Ⅲ類を適用した。その結果、第１軸、

第Ⅱ軸、第Ⅲ軸のそれぞれの固有値は、、20,.17,.10であった。相関係数はそれぞれ咄,41,.31で

あった。

第１軸は、正の方向に、「友だちや周りの多くが進学するから：Ｙ」「親戚や先生に大学進学をす

すめられたから：Ｙ」「特にやりたいことがないから：Ｙ」等が、負の方向に、「学歴がある方が得

だから：Ｎ」「まだ社会にでる自信がないから：Ｎ」「楽しい大学生活をしたいから：Ｎ」等が分布

しているため、＜モラトリアム志向（高一低)＞の軸と判断された。

第２軸は、正の方向に、「大学で本当の自分を見極めたいから：Ｙ」「自分の可能性を試してみた

いから：Ｙ」「大学で勉強して自分を高めたいから：Ｙ｣、負の方向に、「大学で勉強して自分を高め

たいから：Ｎ」「将来自分の希望する職業に就きたいから：Ｎ」「自分の可能性を試してみたいから：

Ｎ」などが分布しているため、＜自己向上志向（高一低）＞の軸と判断された。

第３軸は、正の方向に、「楽しい大学生活をしたいから：Ｎ」「大学に入って遊びたいから：Ｎ」

「学歴がないといい仕事がみつからないから：Ｙ」等が、負の方向に、「大学に入って遊びたいか

ら：Ｙ］「楽しい大学生活をしたいから：Ｙ」「学歴があると得だから：Ｎ」「資格をとりたいから：

Ｎ」等が分布しているため、＜学歴・資格取得志向（高一低）＞の軸と判断された。

図１～図３は、学習意欲（自已認知、満足度)、集中時間（１つのことをするための集中時間)、

座席行動（受講時の座席選択、座席選択基準)、学習の計画性、自尊心得点等の尺度値、学年別、性

別などのデモグラフィック要因を含むそれぞれの尺度の各サンプル・スコアを算出し、軸毎にプ

ロットしたものである。そして、各変数のサンプル・スコアの分散分析結果（統計的に有意差が認

められたもののみ）は表３に示されている。

第１軸の「モラトリアム志向（高一低)」において

は、集中時間（Ｆ(2)＝3.30,Ｐ<０５)、自尊心（Ｆ(2)＝

４３６，Ｐ<０５)、座席選択（Ｆ(1)＝5.91,Ｐ<､０５）等では

統計的に有意差が認められた。座席選択基準（Ｆ(2)＝

2.65,Ｐ<・10）では有意な傾向差がみられた。

表３各軸における各変数の分散分析結果
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*Ｐ<､０５＊*Ｐ<､０１＊**Ｐ<,００１十P<・1０ 図１１軸モラトリアム志向

－４３－

計画性高

計画性中

叶両性低

…i５Ｔ
座席選択1(後）

螺露薊ﾏ塞牽57蕊甲で塞屏了
ﾛ

座席選択基準2(リラックスできる席）

座席選択基準1(私騒･居眠りできる席）

学習意欲満足度高

学習窓欲満足度低

集中

自尊,K斎
蕊芯市

9

自尊心低

編77両雨]ﾇｴｱ
集中時間(30分～1時間）

集中時間(30分以内）

ｌＦ
Ｍ

｜Ｇｒ４
Ｇｒ３

Ｇｒ２
「---

Crl

当
ﾆコ

ー

＝

=．

変数 1軸２軸３軸

学年間

性別

集中時間（１つのこと）

自尊心

座席選択

座席選択基準

学習意欲満足度

計画』性

ｓ
ｓ
ｓ
Ｓ
ｓ
Ｓ
ｓ

●
●
●
■
巳
●

、
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ

十

十
絆
絆
唾
特
帯
絆
辮

●
■

頤
醒
＊
＊
＊
十
噸
砥



大学生の学習動機に関する研究

-」８－，１６－．１４－．１２－．１０－．０８－０６－．O４－０２．０００２．０４０６．０８」Ｏ」２１４．１６．１８

←低高→
-.18-.16-」４－．１２－．１０－．０８－．０６－．O４－，２．００．０２．０４．０６．０８．１０．１２．１４．１６．１８

←低高→

図２２軸自己向上志向図３３軸学歴・資格取得志向

第２軸の「自己向上志向（高一低)」においては、性別（Ｆ(1)＝865,Ｐ<､01)、集中時間（Ｆ(2)＝

7.58,Ｐ<０１)、学習意欲満足度（Ｆ(1)＝7.40,Ｐ<01)、座席選択基準（Ｆ(2)＝10.62,Ｐ<､０１)、座

席選択（Ｆ(1)＝9.50,Ｐ<､０１)、計画'性（Ｆ(2)＝14.16,Ｐ<､００１）等で有意差が認められた。

第３軸の「学歴・資格取得志向（高一低)」においては、計画』性（Ｆ(2)＝2.78,Ｐ<・10）において

傾向差がみられた。

これら３つの軸の中、第１軸と第２軸の構造図を示すと図４のとおりである。この２つを組み合

わせて大学生の学習動機パターンをみると①モラトリアム志向が高く、自己向上志向も高い（第象

限)、②モラトリアム志向が高く、自己向上志向は低い（第２象限)、③モラトリアム志向が低く、

自己向上志向も低い（第３象限)、④モラトリアム志向が低く、自己向上志向は高い（第４象限)、

の４タイプに分類できる。そのなかに、前述の各尺度のサンプル・スコアをプロットしたのが図５
である。

モラトリアム志向が高く、自己向上志向が高い第１象限には、計画性中程度、座席選択基準２（リ

ラックスできる席を選択)、Ｇｒ３（３年次）などが位置している。

モラトリアム志向が高く、自己向上志向が低い第２象限には、集中時１（１つのことをするのに

集中できるのは30分以内)、座席基準１（私語や携帯電話使用、いねむりができる席)、座席後ろ(後

席で受講)、自尊心低、計画性低、男性、Ｇｒ２（２年次）などが位置している。

モラトリアム志向が低く、自己向上志向も低い第３象限には、自尊心中、Ｇｒ４（４年次）等が
位置している。

モラトリアム志向が低く、自己向上志向が高い第４象限には、計画性高、座席選択基準３（緊張

しても集中できる席を選択)、集中時間３（１つのことをするのに集中できるのが１時間以上)、座

席前（前席で受講)、女性、Ｇｒｌ（１年次）などが位置している。

総じて、計画性が高い者や受講するとき前方の席に坐る者、緊張しても集中できる席を選択する

者、集中時間が長い者、自尊心の高い者はモラトリアム志向が低く、自己向上志向が高いタイプに

－４４－
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1軸モラトリアム志向(高）
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図４第１軸と第２軸の構造図

(注)図内の各番号は､表１の各項目の番号と対応する。それぞれについて｢あてはまる｣の回答をＹ､｢あて
はまらない｣の回答をＮとした。
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分類される。他方、計画』性が低い者、集中力のない者、受講するとき私語や携帯電話使用、居眠り

等ができる席を選ぶ者、計画性が低い者、自尊心の低い者などはモラトリアム志向が高く、自己向

上志向が低いタイプに分類される。

性別比較をすると、相対的に、女』性は前者のタイプ、男性は後者のタイプに含まれる。年次別比

較においては、１年次は新しい大学生活へ適応するために期待と緊張感が高まるためか、モラトリ

アム志向が低く、自己向上志向が高い第４象限に位置している。しかし、２年次になると、大学生

活への'慣れと緊張の緩みが出てくるためか、モラトリアム志向が高く、自己向上志向が低い第２象

限の方へシフトしている。そして、大学生活が後半を迎える３年次になると、モラトリアム志向が

高く、自己向上志向が高い第１象限に、４年次には、卒業を目前にしてモラトリアム志向は低くな

り、自己向上志向も低い第３象限にシフトする傾向を見せている。

［まとめ］

本研究おいては、大学生436名を対象として、大学生の学習動機に関する調査を実施し、学習動機

の下位尺度の構造を明らかにした。そして、学習意欲や学習集中度、座席行動、学習の計画性、自

尊心等の学習動機に及ぼす影響について検討がなされた。学年や性などのデモグラフィック要因の

効果についても検討がなされた。さらに、学習動機項目の中から妥当と思われる項目数．カテゴ

リー数を選択して、数量化Ⅲ類を適用し、学習動機のパターン分類を試みた。本研究で分析された

結果から主に以下のことが明らかにされた。

①学習動機についての因子分析の結果、「向上心」「交友関係志向」「学歴志向」「資格取得志向」「外

発'性動機」「ニート志向」などの６因子が抽出された。

②学習動機と学習意欲（認知、満足度)、学習集中度（１つのことへの集中度、授業への集中度)、

座席行動（受講時の座席選択、座席選択基準)、学習の計画性、自尊心、学年などとの関連性の分析

の結果､｢向上心」因子では学習意欲の認知がプラスに関連していた｡｢交友関係志向｣因子では、受講

態度や自尊心がプラス、学年や座席選択などはマイナスに関連していた｡｢学歴志向｣因子では、学年

のみがマイナスに関連していた。「資格取得志向」因子では、学習意欲に認知と集中時間がプラスに

関連していた｡｢外発'性動機｣因子では、学年がプラス、自尊心がマイナスに関連していた｡｢ニート志

向」因子では、学年がプラスに、集中時間や座席選択基準、自尊心などはマイナスに関連していた。

③学習動機項目の一部を数量化Ⅲ類によるパターン分類した結果､第１軸の｢モラトリアム志向(高

一低)｣、第２軸の「自己向上志向（高一低)」が析出された。

④大学生の学習動機パターンとして、「モラトリアム志向が高く、自已向上志向も高い（第１象限)」

タイプ、「モラトリアム志向が高く、自己向上志向が低い（第２象限)」タイプ、「モラトリアム志向

が低く、自己向上志向も低い（第３象限)」タイプ、「モラトリアム志向が低く、自己向上志向も低
い（第４象限)」の４タイプに分類された。

⑤第１象限には計画性中程度、リラックスできる座席選択者（基準２)、３年次生などが位置してい

る。第２象限には、集中時間が30分以内の者、私語や居眠りができる座席選択者、後席での受講者、

自尊心低の者、計画性低の者、男`性などが位置している。第３象限には、自尊心中程度の看、４年

次生などが位置している。第４象限には、計画』性高の者、集中できる席の選択者、1つのことへの

１時間以上の集中者、前席での受講者、女性、自尊心高の者、ｌ年次生等が位置している。
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図５学習動機についての各変数の位置
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